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□会議・プログラム等予定
　（前回報告以降追加

および６月２５日以降）
見えないものへの責任

管区事務所総主事　司祭 ローレンス 三鍋　裕 ６月

４日（月）女性デスク打ち合わせ
１３日（水）正義と平和・憲法プロジェク

ト
１４日（木）女性デスク会議（京都）
２５日（月）～２６日（火）文書保管委員

会
２５日（月）ウィリアムズ主教記念基金

基金委員会（立教大学）
２６日（火）収益事業委員会
２６日（火）～２９日（金）日韓社会宣教

交流会（ソウル）
３０日（土）正義と平和・ジェンダープロ

ジェクト（京都教区センター）

７月

５日（木）神学教理委員会
５日（木）人権担当者会
６日（金）～７日（土）日韓聖公会青年

セミナー事前学習会（名古
屋学生青年センター）

９日（月）正義と平和委員会
１０日（火）正義と平和・憲法プロジェクト
１０日（火）主事会議
１２日（木）常議員会
１５日（日）～１６日（月）各教区青年担

当者会（名古屋学生青年セ
ンター）

１７日（火）～１９日（木）在日韓国出身
教役者の集い（東京）

１８日（水）渉外主査会（延期）
１８日（水）聖公会／ルーテル教会協

議会
１９日（木）法規委員会
２３日（月）聖公会／ローマカトリック教

会合同委員会
２３日（月）～２４日（火）文書保管委員

会
２５日（水）礼拝委員会
２５日（水）年金の将来を検討する特別

委員会

８月

１日（水）宣教１５０年記念礼拝実行
委員会

８日（水）～１４日（火）日韓聖公会青
年セミナー（韓国ソウル）

２０日（月）～２１日（火）礼拝委員会（聖
歌部門）

６月１７日に鎌倉聖ミカエル教会で行われた国連環境特別

問題顧問の末吉竹二郎氏による講演会にご一緒させていただ

きました。テーマは「環境問題」、特に地球温暖化の問題で

す。さすがは専門家で、２時間半のお話で問題の深刻さと、

私たち一人ひとりが変わらなければならない点を分かりやすく

話してくださいました。

人間が生活すれば、単に呼吸をしているだけでも地球温暖

化物質とされる二酸化炭素つまり炭酸ガスを排出する。植物

の光合成などで自然に地球環境を維持できる量の２倍を排出

している。産業革命までは石炭を使うといっても暖房や調理く

らいのもので、許容範囲であったが、産業革命以来二酸化炭

素の排出量は増加し続けている。その結果、過去１００年間

地球の平均気温も上昇を続けている。地球環境の維持の上

限は上下２度の変化とされるが、これは平均であるから地域に

よってはもっと大きな変化を招いている。炭酸ガスなどが地球

温暖化の原因であるとするのは仮説といわれた時代もあった

が、今では定説となっている。

では、どのような変化をもたらせているかというと、過去の記

録から最も暑かった年を順番に１１番目まで並べると、これらは

過去１２年に集中している。今年の夏も暑そうです。この気温

の上昇で北極の氷が溶けて北極熊が溺れ死んでいる例があ

るし、海面が上昇して沈みそうな島国もある。南方の伝染病

とされていたマラリヤはもちろん、デング熱が日本に侵入する

のは時間の問題とされている。確かにヨーロッパの熱波や

オーストラリアの旱魃と洪水は地球環境の変化を別にしては考

えられない。当然食料生産にも影響が出ている。品種改良の

成果もあるが、北海道産のお米が人気になっている。いずれ

ジャポニカ米の主産地は北海道になるであろう。逆に言えば、

今までと同じ作物が育たない地域が出てくるということである。

状況は確実に悪化している。

では、どうすればよいのか。二酸化炭素を中心とする地球
（次頁へ続く）
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温暖化物質の削減しかない。先のハイリゲンダム・サミットで

は、二酸化炭素排出量を２０５０年までに半減するとの合意が

なされた。アメリカが加わった大きな要因は、ゴア前副大統領

の「不都合な真実」に対する活動もあるが、ハリケーン・カト

リーナの被害といわれる。脅威はテロだけではないということら

しい。東京都も２０２０年までに２５％削減の目標を打ち出した。

工場や発電所だけではなく、船舶、自動車、航空機にも規制

が加えられるであろう。多少の不便さは忍ばねばなるまい。

しかし、工夫できることもある。観光地鎌倉

でも導入されているが、郊外に駐車場を整備し

て都市への自動車の流入を防ぐ。その代わり

渋滞の少なくなった市街の公共交通機関を整

備する。これはパーク・アンド・ライドというそう

です。たまにしか使わないのなら自動車も一家

に一台を止めて、共有にすれば台数が減る。

本当に必要なときにしか自然に運転しなくなる

でしょう。カー・シェアリングというそうです。

地球環境を変えるためには、私たち自身の価

値観の変化が求められそうです。水や電力は

本当に節約できないのでしょうか。極端なことは

困りますが、暗さや暑さが風情として楽しまれた

時代があったと思うのです。途上国の健全な農

業を支援するフェア・トレイドを別にすれば、遠

いお国から食料を運んでくる代わりに、近くで生

産される食料で満足できれば、運搬の段階で

出る二酸化炭素も減らせます。フード・マイレイ

ジというそうです。耳の痛い話ですが、モッタイ

ナイ精神を忘れて食料の４分の１がゴミとなって

いる現実、メタボリックを気にしながらです。

色々な問題に声を上げますが、環境の問題

は私たちが確実に成果を上げることの出来る問

題です。私たち一人ひとりが責任を共有しなけ

れば、決して解決しない問題でもあります。こ

れ以上電力を使うと、新たに発電所が必要に

なります。無理な食糧生産は地球の力を衰えさ

□主事会議

第５６（定期）総会期第１０回６月１１日（月）

主な協議

１．「子ども平和会議２００７」に対する協力金

について

ＮＣＣの要請に応えて協力金を出すこととし

た。

・日時：７月３０日（月）～８月２日（木）３

（前頁より）

２０日（月）～２２日（水）人権セミナー
（福岡、熊本）

２７日（月）教区制改革委員会
２７日（月）～２８日（火）文書保管委員

会

関係諸団体会議等

６月２９日（金）ＮＣＣ常議員会（深川教

会）

せますし、ゴミを増やします。

私たちは見えないものに対する責任があると

いわれます。第一に他のお国の人々への責任。

大地の恵みを分かち合いながら地球を守る責

任。その意味では富める国が貧しいお国からＣ

Ｏ２排出権を買い取って、数字だけを合わせる

というのには大いに疑問があります。第二の責

任は子孫に対する責任です。孫とは可愛いも

のだそうですが、遠い将来ではなく孫の生活が

危ないという問題なのです。講師が紹介してく

ださった１９世紀の米国先住民のことば「最後の

木が死に、最後の川が毒され、最後の魚を

獲ったとき、人は、お金は食べられないと気付

くのだ」。

そして講師が触れられなかった私たちの見え

ないものへの第三の責任。それは創造主への

責任ではないでしょうか。与えられた賜物を分

かち合い、正しく用いることは正義と平和の問

題でしょう。

もちろん他にも多くの例がありますが、管区主

催でもなく教区主催でもなく、一つの教会が自

分たちの問題として学びのときを持たれたことに

感謝します。環境の問題に限らず、一つ一つ

の事柄について、「神様の御眼には本当にこれ

で良いのだろうか」と、もっと小首を傾げる必要

があると思うのです。
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泊４日

・会場：ソウル市内

・対象：１０～１３歳、韓国側２０名、日

本・在日コリアン２０名　計４０名

・主催：ＮＣＣ韓国と日本キリスト教協議

会

２．在日・韓国出身教役者の集い開催につい

て

開催のための予算９０万円を、大韓聖公

会オモニ会、日本聖公会、参加教役者お

よび所属教区がそれぞれ３分の１ずつ分

担する予定。

・日時：７月１７日（火）～１９日（木）

・場所：東京、管区事務所

・参加者：１３名

次回以降の主事会議

７月１０日（火）、９月３日（月）

□各教区

横浜

・２００７年夏期礼拝音楽研修会─あたらしい

聖歌集を味わう　８月２８日（火）～３０日

（木）　清里・清泉寮　講師：スコット・ショウ

氏（立教学院諸聖徒礼拝堂聖歌隊隊長、

立教大学文学部キリスト教学科教授）参加

費：23000円　申込締切７月２８日　主催：

横浜教区礼拝音楽委員会　問い合せ：千葉

復活教会・河崎司祭

中部

・沖縄・スタディツアー　８月２３日（木）～２７

日（月）　費用：98,000円　戦跡・基地めぐ

り、沖縄の歴史・文化についての学び等。

主催：名古屋学生青年センター，中部教区

宣教部沖縄プロジェクト

・フィリピン・スタディーツアー　８月１８日（土）

～２７日（月）　費用：19万円　訪問予定地：

メトロマニラ…ナボタス漁港、トンド地区な

ど。セブ島・ボホール島…ODAによる開発

地区など。主催：名古屋学生青年セン

ター，フィリピン情報センター・ナゴヤ，中部

教区宣教部海外協働プロジェクト

＊上記の問い合せ：いずれも名古屋学生青年

センター

神戸

・広島平和礼拝２００７ ─ともに学び、行動

し、祈ろう　８月５日（日）～６日（月）　場所：

広島復活教会～平和公園～カトリック平和

記念聖堂　申込締切：７月１５日　問い合せ：

広島平和礼拝実行委員会事務局（広島復

活教会内） 広島平和礼拝ホームページ　

http://www.hrc-nskk.jp/hpps2007/

沖縄

・慰霊の日礼拝　６月２４日（日）１５時　北谷

諸魂教会　司式：谷昌二主教　講演会講

師：辻雄二氏（琉球大学准教授）

・「平和の礎」名前の読み上げ　北谷諸魂教

会　６月２３日（土）１６時　新たに刻まれた

２３５人の名前を読み上げ、平和の祈りをさ

さげる。

□諸団体

日本聖公会ＧＦＳ

・ＧＦＳ大会　７月２６日（木）～７月２８日（土）

横浜

日本聖公会関係学校協議会

・第５０回聖公会関係学校教職員研修会　８

月２１日（火）～２３日（木）　箱根

聖公会女性フォーラム

・第１５回聖公会女性フォーラム　いちゃりば

ちょ～で～（出会えば姉妹）　７月５日（木）

～７日（土）沖縄　

主催：沖縄教区女性フォーラム準備会

✝  逝去者 霊魂のパラダイスにおける光明と平安

を祈ります。

マリア 鈴木嵯峨（元伝道師、神戸）

２００７年６月１３日（水）逝去（９４歳）
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《人　事》

東京教区

＜信徒奉事者認可および分餐奉仕許可＞　２００７年４月１日付

（清瀬聖母教会） 工藤敦司、菅浪正雄、麦倉 稔

（聖愛教会） 菊地英彰、大洞勝彦

横浜教区

＜信徒奉事者認可＞ ２００７年４月１１日付

（市川聖マリヤ教会） 宮下栄壱、吉田仁志

大阪教区

＜信徒奉事者認可＞ ２００７年５月１日付

（大阪聖三一教会） 大西 温

九州教区

司祭ヨシュア文屋善明（京都・退）２００７年５月１日付 九州教区諸教会を援けるため協働司祭と

して働くことを委嘱する。ただし任期を１年

とする。

《移　動》

田辺聖公会シオン会 名称変更 （新）田辺聖公会愛の園シオン会

　聖公会－ルーテル国際委員会・ノヴァスコシア会議報告

司祭　西原廉太　

２００７年５月１４日から２０日にかけて、カナ

ダ・ノヴァスコシア、ホワイトポイントを会場に、

第３期聖公会－ルーテル国際委員会（ALIC）

第２回委員会が開催された。ALICは、１９７０

年以来、世界レヴェルでの聖公会とルーテル

教会間の対話を促進するために、アングリカ

ン・コミュニオンとルーテル世界連盟（LWF）

が共同して設立したものである。これまでの

ALICの成果としては、教会の宣教と按手され

た奉仕職についての両教会の合意である『ナイ

アガラ・レポート』（１９８７年）、執事職をめぐる

問題点を整理したいわゆる『ハノーヴァー・レ

ポート』（１９９５年）、また近年、世界各地で発

展しつつある聖公会とルーテル教会のフル・コ

ミュニオン（完全相互陪餐）をめざす対話の成

果をまとめた資料集『コミュニオンにおける成

長』（２００２年）などがある。

新たに開始されたALICの第１回委員会は昨

年１月にタンザニアのモシで開かれた。その

際、複数のテーマに基づいて、ワーキング・グ

ループが形成され、今回のノヴァスコシア会議

ではワーキング・グループの報告に基づき、集

中した議論が展開された。当初、ALICのメン

バーは、聖公会側、ルーテル側、それぞれ５

名で構成されていたが、今回のノヴァスコシア

会議から、各１名委員を増やすことが決まり、

聖公会側委員として、筆者が加えられることに

なったものである。アジア地域からは両教会合

わせて私一人だけであるので、アジア全体の状

況を意識しながら、かつ聖公会側代表として発

言することが求められた。

日本聖公会と日本福音ルーテル教会間で

２００２年に両総会で決議された協約を、今回

正式にALICに報告をしたが、これまで、日本
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における対話については一切の情報がもたらさ

れていなかったこともあり、大変に注目された。

日本における協約は、洗礼の相互承認と

「ユーカリスティック・ホスピタリティ」（相互の

信徒の陪餐への迎え入れ）を核とするもので、

米国のように、ルーテルの按手による歴史的主

教職の回復といったところまでには至らないが、

より現実的な対話のモデルとして評価された。

ノヴァスコシア会議で取り上げた議題は、各

地域における対話の成果、歴史的主教職（監

督職）、共同の宣教課題、執事職について、

世界レヴェルでの聖職者の交流、交換の可能

性、神学教育における協働、教会論、教会間

対話における言語（用語）、等々実に多岐にわ

たるものであった。とりわけ、今回の委員会は、

この３月２６日に公表されたルーテル世界連盟

の『ルンド声明』（「教会の使徒性の内にある監

督の職務」）を、今後の聖公会とルーテル教会

間の主教職（監督職）理解を革新的に進める

視点を有しているものとして歓迎した。

またノヴァスコシア会議では、かなりの時間

を、『聖公会契約』（Anglican Covenant）

をめぐる議論に費やした。今般のアングリカン・

コミュニオンの緊張関係を修復させるためのい

わば聖公会内の事柄ではあるが、一方で『聖

公会契約』に示されているいくつかのポイント

は、同時にエキュメニカル対話にも大きな影響

を及ぼすという認識で一致した。とりわけ、首

座主教やカンタベリー大主教の権威の強化は、

教会の団体性（co l leg ia l i ty）、共同体性

（communality）を損傷させる恐れがあり、

神の民、信徒の参与ということを礎石として積

み上げられている聖公会とルーテル教会の対

話にとって、決して看過できない議論なのであ

る。ノヴァスコシア会議は、こうした懸念をアン

グリカン・コミュニオンに伝え、ルーテル世界連

盟に対しても適切なコメントをするように促すこと

を決議した。

次回の聖公会－ルーテル国際委員会は、来

年４月にノルウェーのトロントハイムで開かれる。

　--女性デスクから ③-----✍

女性に対する暴力を考える

わたしたちの社会で家庭内暴力（ドメス

ティック・バイオレンス、ＤＶとも略されま

す。）の問題が語られるようになってから、ま

だあまり長い時間はたっていません。２００５

年に発表されたある機関の報告によると、日

本のある大都市に住む１８歳から４９歳までの

女性のうち推計で１５％が、何らかの形で夫

や恋人からの暴力を経験しています。またこ

れらの人 の々うち、警察に被害届を出してい

る人は０．９％だということですから、いわゆる

「家族の問題を外に出す」ことが、わたしたち

の社会ではまだどれほど困難なことか、どれ

ほど多くの女性たちが痛みと危険に耐えてい

るかが推測されます。

妻に対する暴力と子どもへの虐待が同時

に起こっている場合もあります。行政の対応

によっては母親と子どもが「別 に々保護され

る」場合もあり、大きな不安と苦しみが増し

加わることにもなります。社会的な圧力が下

へ下へと加えられ、外国から来ている女性た

ちや子どもたちの場合、さらに人間としての

権利が守られないという危機にさらされるリス

クが高いのです。教会の中で暴力の問題に

もっと敏感になり、助け合いのネットワークと

専門的な援助のシステムを作ることも、わた

したちの日ごろからの課題なのではないでしょ

うか。（東京教区カパティラン発行「サンパ

ギータ」２００６年３，４月号、女性の家ＨＥＬ

Ｐ発行「ネットワーク・ニュース」２００７年５月

を参照させていただきました。）

女性に関する課題の担当者／

木川田道子、山野繁子
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　「第１７回歴史研究者の集い」報告

日本聖公会歴史研究会会長　司祭　大江真道

ジのアーヴィング派嫌疑－異文化理解か異端

嫌疑か－」（大江満）。

発表後フイールド・ワークに出発した。３０人

乗りバスをチャーターして、福井教会の門脇光

禅司祭が運転して案内、一筆啓上火の用心で

有名な「丸岡城」と「朝井氏史跡・一乗谷」を

見学した。

２２日の最終日は午前９時から３人の報告を

受けた。「英国宣教師チャモレイーの英国にお

けるルーツ探索の旅の報告」（垣内茂）、「大英

帝国と日本聖公会－『大英帝国という経験』

（講談社）に関連して」「芥川壽哉司祭『勧奨

状』について」「三十九箇条（聖公会大綱）と

日本聖公会」（大江真道）、「キリスト教会史に

おける史料保存の歴史と、行政機関のアーカ

イブスについて」（大濱徹也）。

１０時３０分、中道政昭司祭の祝祷をもって

終了した。好天にもめぐまれ、福井聖三一教

会の牧師・信徒の暖かいホスピタリティーを受

けて２２人の参加者は来年の再会を約し、感謝

して帰途についた。

h5

２００７年 日本聖公会人権セミナー
主題 いのち─偏見と差別の中で─

（ハンセン病問題への理解を深める）

日時 ８月２０日（月）１５時～８月２２日（水）

１３時

場所 日本聖公会九州教区センター（福

岡）、ひのくにふれあいセンター（熊

本）

参加費用　２０，０００円（宿泊費、食費、資料

代）

主催 日本聖公会管区人権担当・九州教区

宣教局

申込先　日本聖公会管区事務所

　締切　７月２６日（木）

おもなプログラム　九州教区の取り組みと分か

ち合い、フィールドワーク（リデル・ライ

ト記念館　国立恵楓園）、「証」、懇親

会、聖餐式（菊池黎明教会）　日程終

了後オプション：水俣　北九州　筑豊

詳細は各教会へ送付の案内をご覧ください

「第１７回歴史研究者の集い」は日本聖公会

歴史研究会の主催で、２００７年５月２０日（日）

より２２日（火）まで開催された。

第一日目は、２０日の昇天後主日の礼拝に

大半の参加者が福井聖三一教会の主日礼拝

に出席し陪餐後、会議場に移り、福井県芦原

温泉「みのや泰平閣」の会議室にて午後４時か

ら開始された。３日間の研究発表は次の通り。

「神戸聖ミカエル教会の成立時期について」

「『八代斌助の思想と行動を探る』（ミネルバ書

房刊）発行について」（吉田弘）、「松山高吉・

キリスト教との出会いについて」（塩谷栄二）、

「管区文書保管委員会報告、東京教区資料保

全委員会報告」（諌山禎一郎）、「国立公文書

館・『再建日本の出発－１９４７年５月日本国憲

法の施行展』について」（大濱徹也）。夕食後、

「ＣＭＳ宣教師・ミス・ルーシー・ペインの釧路

における宣教活動と帰国の経緯をたどる」（中

村一枝）、「『長野聖救主教会・聖堂聖別百年

史』刊行について」（小林史郎）。

２１日午前は、「美唄のキリスト者」（鈴木直

子）、「柳原吉兵衛・貞次郎資料とその利用」

（玉置栄二）、「牛島惣太郎関係資料の受入」

（西口忠）、「米国聖公会宣教師・Ｈ・Ｄ・ペイ
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◆大斎克己献金「海外教会宣教協力費」によ

る支援先から

Baan Sabaay
バーンサバイの関係者から献金のお礼状が来

ましたので、ご紹介いたします。

（（バーンサバイへの支援は２００６年に開始し、

５年間献金する事をお約束しています。））

日本聖公会の皆さま

皆さま、お元気でおすごしでしょうか。いつ

もお支えいただきありがとうございます。

このたびは、寄付金をありがとうございまし

た。５年間続けて支援してくださり、感謝

いたします。今年は入院する方が続出し、

現在も１名が入院しております。いただき

ました寄付金はこの方 の々ために使わせて

いただきます。

お働きの上に主のお恵みがありますように

お祈りいたします。 早川文野

��    ��    ��

� バーンサバイについて、ホームページにある
情報を引用してご紹介いたします。

バーンサバイは、２００２年７月、タイの北部、

チェンマイに開設されたHIV感染者とAIDS患

者のためのシェルター（緊急避難場）です。

NGOとして活動しています。

タイでは、家族と地域が病気を患う人や高齢

者をサポートするのが基本です。

しかし、家族を亡くしたり家族と離散したり、

地域のコミュニティが崩壊している人も多くいま

す。タイ近隣国から移民してきた人や少数民

族の人 の々ように、もともと立場の弱い人 も々い

ます。このような人々が、バーンサバイに入寮し

ます。

HIV/AIDSは単に医療だけの問題ではあり

ません。バーンサバイは医療的ケアだけではな

く、精神的ケアや自立支援も行っています。具

体的に次のような活動をしています。

①入寮者は、スタッフと一緒に寝泊りし、自分の

生活のリズムと健康管理を覚えていきます。

②スタッフは患者が治療を受けるため、病院へ

付き添います。

③HIVと共存しながら、生計を立てて生活して

いく方法を一緒に考えます。

④家族との関係調整や長期的な将来の設計を

サポートします。

⑤ニュースレターを年２回発行し、活動状況や

会計を報告します。また、ボランティアや見学

者を受け入れます。

⑥バーンサバイがコミュニティと共生していくよ

うに、活動を理解してもらうことや、他のNGO

と連絡調整を行い、ネットワークを広げていき

ます。

� さらに詳しい事に関しては下記ホームページ
をご覧ください。

http: / /homepage3.nif ty.com/baansabaay/

index.html

The Liturgical Desk Calendar 2008 年版予約受付中！　The Liturgical Desk Calendarおよ

びThe Liturgical Pocket Secretary のご注文を予約にて受け付けます。価格未定。E-mailまたは

Faxで下記宛、注文冊数、受取方法（郵送または管区事務所来所）、連絡先（郵送ご希望の方は

住所も）をお知らせください。E-mail: matsumoto.po@nskk.org  Fax : 03-5228-3175

予約受付：２２２２２００００００００００７７７７７年年年年年７７７７７月月月月月末末末末末日日日日日まままままででででで。以後のご注文、キャンセルは出来ません。ご希望の方は忘れず

にご連絡ください。（係/松本）
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内閣総理大臣

安倍　晋三　殿

２００７年５月２８日

日本聖公会 正義と平和委員会

委員長　谷　昌二

「「「「「国国国国国民民民民民投投投投投票票票票票法法法法法案案案案案」」」」」ととととと「「「「「米米米米米軍軍軍軍軍再再再再再編編編編編特特特特特別別別別別措措措措措置置置置置法法法法法案案案案案」」」」」ののののの国国国国国会会会会会成成成成成立立立立立ををををを

深深深深深くくくくく憂憂憂憂憂慮慮慮慮慮ししししし、、、、、抗抗抗抗抗議議議議議すすすすするるるるる声声声声声明明明明明

　　　　　去る５月１４日、日本国憲法の改正手続きに関する国民投票法案が、その９日後の２３日に、在日

米軍基地の再編を促進する「米軍再編特別措置法案」が、政府与党（自民、公明両党）の賛成多

数で強行採決されましたが、このことに関し深く遺憾の意を表します。

　私たち日本聖公会は、神がどんな人をも一人ひとり無限に愛し、その命を奪っても、奪われてもな

らないとの信仰にたって、深い人権思想に基づき戦争放棄を謳っているわが国憲法第９条の改悪に反

対する決議を、２００４年５月の日本聖公会第５５（定期）総会に於いて採択しています。ここに下記

の理由により、私たちは、この度の両法案の国会成立を深く憂慮し、強く抗議いたします。

記

一、今回の国民投票法案の発案の根拠は、現憲法９６条１項にあり、総議員の３分の２以上の賛

成による憲法改正の発議後、「国民に提案して、その承認を経なければならない。」との文言

によっています。これは、発議権が国会議員にあったとしても、承認にいたる過程では、有権

者の声を丁寧にきく慎重さが不可欠であることを求めています。今回の強行採決では、その

声として出ていた最低投票率制度の検討、公務員・教員の地位利用による国民投票運動の

規制の検討、メディアの有料広告規制の検討などの問題が付帯決議とされ、審議不十分の

まま強行採決されたことに強く抗議します。なぜ拙速に法案の成立をあなたは急いだのか。あ

なたは首相在任中の改憲を公言し、その真のねらいが９条改憲にあり、最近の集団自衛権を

めぐるあなたの発言を聞きますと、国民投票法案成立の９日後に成立した米軍再編特別措置

法と不可分な関係にあることが察知されます。

二、米軍再編特別措置法は、昨年５月の日米安全保障協議委員会における両政府の最終合意

に基づく在日米軍再編を財政的に裏付けようとするものです。在日米軍再編とは、６年前の

９.１１同時多発テロ後、世界規模で進められている米軍再編の一環として、在日米軍と自衛

隊との融合、一体化と、沖縄に集中している米軍基地での訓練の一部移転、基地機能の日

本国内への分散化など、あなたが言う日米同盟の軍事同盟化を益々進めていくものです。特

に、沖縄での米軍普天間基地の移設も含め、基地や訓練の負担が増える自治体に対して

は、再編の進み具合に応じて交付金を配分する「再編交付金」制度を今回の特別措置法で

新設したことは、平和を願い、基地撤去を願う住民の平和的生存権を否定しようとする反憲

法的制度であると強く抗議します。

　２００５年１０月２８日に出された自民党改憲案から削除されている、現憲法前文にある、「われら

は、全世界の国民がひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有することを確認

する。」を再確認していただき、憲法を逸脱したあなたの政策を一刻も早く改めていただきたい。

又、主イエスのことば、「剣をさやに納めなさい。剣を取る者は皆、剣で滅びる。」（マタイによる福

音書２６章２５節）を真剣に受け止め、戦争によって、わが国を滅びにいたらしめる誤りを、繰り返

すことのなきことを切に求めます。


